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■計画の基本情報

H 23 ～ R 3

亀山市文化振興ビジョンに関する実績等報告書（令和２年度）

位置付け

　本ビジョンは、文化芸術基本法に基づき、地域の特性に応じた文化芸術に関する施策
の推進を図るため、文化施策の方向性を体系化して示した文化施策分野にかかる計画
として位置付けている。また、第２次亀山市総合計画前期基本計画との関連は、基本
施策「文化芸術の振興と文化交流の促進」と深く関わるものである。

生活文化部 文化スポーツ課

目的・概要

計画期間 年度

　すべての人が文化によって心豊かな生活を営むことができ、幸福を実感することがで
きるまちづくりが求められている。本ビジョンは、これまで培われてきた伝統の文化を継
承・発展させ、さらに磨きをかけることにより、それらの輝きが個性を持ちながらも、調和
し、高め合い、魅力ある文化を創造していくよう取組を進めるものである。
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文化振興のための施策

（１）文化芸術の振興と

市民文化活動の活性化

（２）文化交流の促進と

知の拠点の整備充実

（３）歴史文化遺産の保存と

活用

（４）伝統芸能の継承と活用

（５）文化的な景観の保全

（６）次世代を担う人づくり

（７）生活文化の充実

（８）データベース化と情報

発信

（９）文化と産業経済の融合
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■計画の実績等

目標値現状値
実績値
（R1）単位

成果指標名

なし

今後の方向性

反省点・課題

取組実績

成果

総合計画
推進への
寄与度

　新型コロナウイルス感染症拡大の中、かめやま文化年プロジェクトにおける「かめやま文化
年2020」を感染症対策を講じ、計画していた４４事業中、１８事業を実施した。さらに、市民
俳句会や公募による５部門の市美術展などを実施した。市美術展では、名誉市民の中村晋
也氏の作品展示を行った。
　また、知の拠点機能を有する文化会館について、長寿命化と利便性の向上を図るため、
大ホールの冷却塔設計単価見直し業務及び改修工事監理業務並びに改修工事を実施し
た。

　「かめやま文化年2020」では、多くの事業が中止又は延期となったものの、実施した１８事
業を通じて、コロナ禍で活動する機会が減少した団体及び個人の発表の機会の提供や市内
の歴史文化に触れる機会の提供を行うことが出来た。また、事業の一環として実施した文化
年応援動画での文化大使の出演を通じて、かめやま文化年の機運を高めるとともに、高梁
市との文化交流動画の制作を通じて、団体との文化交流の促進が図られた。
　また、市美術展や俳句会など市民が日ごろの活動の成果を発表できる機会や、優れた芸
術作品を鑑賞できる機会を設けることで、活動意欲が高まり、創作活動につながった。
　文化会館の施設整備においては、施設の利用状況等も考慮しながら、指定管理者と連携
し計画的に実施したことで、施設の長寿命化や利便性が向上した。

　市、文化会館、文化関係団体等が協力して文化活動の成果発表の機会や文化に触れる
機会を設けることで、文化の振興と団体間や地域間、世代間の交流が図られ、文化芸術活
動の活性化に繋げた。また、文化会館との連携によるアウトリーチ活動や参加・育成型の文
化芸術事業を通じて、将来、文化芸術を支える人材の育成・確保と文化芸術活動の活性
化につなげた。また、文化拠点として文化会館を計画的に整備し、市民の施設利用を促進
した。

　文化会館の指定管理者や文化関係団体と連携を図り、文化に触れる機会を充実し、文化
芸術活動を担う人材の育成や交流の促進が必要である。また、積極的に文化に関する情報
を収集し、発信する必要がある。

　市の文化政策を推進していくため、条例の制定を目指すとともに、令和３年度で、文化振
興ビジョンが期間満了となるため、新たに策定する地方文化芸術推進基本計画において、
かめやま文化年プロジェクトをはじめとする今後の文化施策について検討する必要がある。



（１）文化芸術の振興と市民文化活動の活性化

施策項目 施策の内容 担当G
関連部署・
関連団体

令和2年度の計画
（具体的な取り組み内容）

（1）令和2年度の実績 （2）今後の課題
（3）令和3年度の計画
（具体的な取り組み内容）

文化芸術に関する広報啓発活
動の充実

文化共生G

令和2年度は３年に１度の文化年の年であるた
め、市内で開催される文化に関する行事やイベン
トの開催内容や、国・県からの情報を広く周知す
る。

令和2年度は３年に１度の文化年の年であるた
め、市内で開催される文化に関する行事やイベン
トの開催内容や、関係団体の情報を広く周知し
た。

市のホームページ等を有効活用し、文化に関する
行事やイベント等の情報発信を積極的に行う必要
がある。

市内で開催される文化に関する行事やイベントの
開催内容や、国・県からの情報を広く周知する。

文化芸術に関する講演会など
の開催

文化共生G

今後も引き継き、文化関係団体と連携し、文化芸
術の振興につながる講演会等を開催していく。

亀山市美術展の最終日に、美術に関する講演を予
定していたが、新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため中止とした。

文化関係団体と連携し、文化芸術の振興につなが
る講演会等を開催していく必要がある。

文化関係団体と連携し、文化芸術の振興につなが
る講演会等を開催していく。

文化芸術に関する講座、教室
の充実

社会教育G
亀山市立中央
公民館

【中央公民館講座における芸術文化講座】
　楽しい風景スケッチ、初めてのオカリナ、音楽
ワールドツアー、ゴスペル、水引～伝統とアート
～、新しい切り絵～彫紙アート～、伊勢根付づく
り、モザイクタイルアート、押し花アート、俳句
入門　等
【中央公民館講座における地域の歴史に関する講
座】
　サンデーヒストリー～かめやま～
【かめやま人キャンパスにおける地域の歴史に関
する講座】
　まちの歴史人養成講座

中央公民館において、サンデーヒストリーや教養
講座、各地域での出前文化講座などで、文化芸術
や地域の歴史に関する講座を実施した。
また、かめやま人キャンパス」では、地域の歴史
に関する講座として「まちの歴史人養成講座」を
実施した。

中央公民館とかめやま人キャンパスの役割を明確
にしながら、文化芸術や地域の歴史に関する講座
を継続的に実施していく必要がある。

【中央公民館講座における芸術文化講座】
　水引～伝統とアート～、デッサン上手になろ
う、デジタル一眼レフカメラ、はじめてのウクレ
レ、オカリナの第一歩、音楽散歩、モザイクタイ
ルアート、新しい切り絵　等
【中央公民館講座における地域の歴史に関する講
座】
　サンデーヒストリー
【かめやま人キャンパスにおける地域の歴史に関
する講座】
　まちの歴史人養成講座

参加体験型の文化芸術事業の
推進

文化共生G
（公財）亀山
市地域社会振
興会

文化会館の自主文化事業として、参加・育成型の
文化芸術事業、またアウトリーチを継続するよう
支援する。

文化会館の自主文化事業として、参加・育成型の
文化芸術事業、またアウトリーチを継続するよう
支援した。
参加・育成型の自主文化事業開催数６事業

文化会館の自主文化事業の継続 文化会館の自主文化事業として、参加・育成型の
文化芸術事業、またアウトリーチを継続するよう
支援する。

さまざまな年齢層に配慮し
た、多様なジャンルの文化芸
術事業の推進

文化共生G
（公財）亀山
市地域社会振
興会

文化会館の自主文化事業として、多様なジャンル
の文化芸術事業を実施するよう指示・支援する。
（クラシック音楽、演歌、子ども向け催し物、コ
ンサート、映画など）

文化会館の自主文化事業として、多様なジャンル
の文化芸術事業を実施するよう指示・支援した。
（クラシック音楽、演歌、子ども向け催し物、コ
ンサート、映画など）

継続して文化会館の自主文化事業として、多様な
ジャンルの文化芸術事業を実施する必要がある。

文化会館の自主文化事業として、多様なジャンル
の文化芸術事業を継続するよう実施する。

文化芸術公演などにおける手
話、字幕などの整備促進

文化共生G
（公財）亀山
市地域社会振
興会

今後も文化会館の自主文化事業の内容に応じ、手
話や字幕などの実施を指示する。

手話や字幕などの実施の指示により、亀山ミュー
ジカルに参加するろう者に対し、手話での対応が
行われた。

文化会館の自主文化事業として、手話や字幕を活
かした事業など多様なジャンルの文化芸術事業を
実施する必要がある。

文化会館の自主文化事業として、手話や字幕を活
かした事業など多様なジャンルの文化芸術事業を
実施する。

学校や福祉施設などにおける
アウトリーチ活動の推進

文化共生G
（公財）亀山
市地域社会振
興会

文化会館の自主文化事業として、小中学校におけ
る発声、合唱指導などのアウトリーチ活動を継続
するよう指示・支援する。

文化会館の自主文化事業として、小中学校におけ
る発声、合唱指導などのアウトリーチ活動を継続
するよう指示・支援した。
アウトリーチ活動実施数２事業

継続して文化会館の自主文化事業として、小中学
校における発声、合唱指導などの様々な場所でア
ウトリーチ活動を実施する必要がある。

文化会館の自主文化事業として、小中学校におけ
る発声、合唱指導などのアウトリーチ活動を継続
するよう指示・支援する。

県や周辺市町の文化施設など
との連携による文化芸術鑑賞
機会の提供

文化共生G
（公財）亀山
市地域社会振
興会

文化会館と県や周辺市町の文化施設などと連携し
て、自主文化事業の内容を充実させるとともに、
優れた文化芸術を鑑賞できる機会の提供に努め
る。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、伊賀
市、甲賀市、亀山市間の「いこか連携プロジェク
ト」は中止とした。

文化会館と県や周辺市町の文化施設などと連携し
て、自主文化事業の内容を充実させるとともに、
優れた文化芸術を鑑賞できる機会の提供する必要
がある。

文化会館と県や周辺市町の文化施設などと連携し
て、自主文化事業の内容を充実させるとともに、
優れた文化芸術を鑑賞できる機会の提供に努め
る。

文化共生G

亀山市芸術文
化協会・亀山
市地域社会振
興会

各団体の祭典への支援の継続及び市民文化祭の必
要性についての検討を行う。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため芸文祭
及び文化会館フェスタは中止になったが、亀山市
芸術文化協会「新かめやま市民文化誌」の発行に
ついて協力した。

各団体の祭典への支援の継続を行う必要がある。 各団体の祭典への支援の継続を行う。

社会教育G
亀山市立中央
公民館

公民館講座の受講者の作品を展示する「公民館講
座成果展示会」を実施する。

学びの成果発表の場として、公民館講座成果展示
を計画していたが、新型コロナウイルス感染症の
情勢を鑑み、成果展示は行わなかった。

学びの成果還元が地域文化の向上につながるとい
う視点から継続的な実施が必要である。しかし、
今後も新型コロナウイルスの感染が続くようであ
れば、会場での開催以外での発表方法を検討する
必要がある。

会場開催以外での発表方法を検討しながら、令和
2年度に作成された作品と令和3年度に作成され
る作品の合同展示を実施する。

亀山市美術展などの充実 文化共生G

今後も日頃の活動の成果を発表できる機会とし
て、市美術展を開催していく。また、審査、展示
等については段階的に改善に取り組む。

日頃の活動の成果を発表できる機会として、市美
術展を開催した。新型コロナウイルス感染症拡大
防止のため、審査は非公開で行った。

引き続き、市展の審査、展示等については段階的
に改善に取り組む

今後も日頃の活動の成果を発表できる機会とし
て、市美術展を開催していく。また、審査、展示
等については段階的に改善に取り組む。

亀山市芸術文化協会との連携
強化と活動への支援

文化共生G

亀山市芸術文化協会と連携して、市民の文化活動
の成果発表の場を盛り上げていく。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、芸文
祭は中止したが、「新かめやま市民文化誌」の発
行支援を行った。

亀山市芸術文化協会と連携して、市民の文化活動
の成果発表の場を盛り上げていく必要がある。

亀山市芸術文化協会と連携して、市民の文化活動
の成果発表の場として芸文祭の支援をする。

市民の自主企画による展覧会
や音楽会、文学などの発表活
動への支援

文化共生G

かめやま文化年2020の中で、市民団体などが主
体となって行う事業「シチズンプログラム」を支
援する。

かめやま文化年2020の中で、市民団体などが主
体となって行う事業として、まちかど博物館事業
などの「シチズンプログラム」を支援した。

芸文祭をはじめ、市民の自主企画による展覧会や
音楽会、文学などの発表活動への支援を行う必要
がある。

引き続き芸文祭をはじめ、俳句大会などの市民の
発表活動への支援をする。

継続して特色ある文化活動を
行なっている団体への支援

文化共生G
（公財）亀山
市地域社会振
興会

文化会館と亀山市芸術文化協会と連携し、市内で
特色ある文化活動を行なっている団体や新規で意
義のある活動を進めようとしている団体の発展の
ため、継続して活動支援を行う。

かめやま文化年２０２０事業を通して、「まちか
ど博物館」や「かめやま子ども能　輝」などに対
し活動支援をすることができた。

文化会館と亀山市芸術文化協会と連携し、市内で
特色ある文化活動を行なっている団体や新規で意
義のある活動を進めようとしている団体の発展の
ため、継続して活動支援を行う必要がある。

亀山トリエンナーレの開催に向けて支援を行う。

市民文化祭や生涯学習フェス
ティバルなどへの参加の促進

①文化芸術の
振興

②優れた文化
芸術に触れる
機会の提供

③文化芸術活
動の成果を発
表する機会の
提供

④文化団体、
文化ボラン
ティアなどの
育成と活動支
援



（１）文化芸術の振興と市民文化活動の活性化

施策項目 施策の内容 担当G
関連部署・
関連団体

令和2年度の計画
（具体的な取り組み内容）

（1）令和2年度の実績 （2）今後の課題
（3）令和3年度の計画
（具体的な取り組み内容）

文化芸術事業の企画運営や市
民の文化芸術活動をサポート
する、文化ボランティアの育
成と活用

文化共生G
（公財）亀山
市地域社会振
興会

文化会館を拠点として活動している団体に声を掛
け、催し物受付などのボランティア登録者を増や
し、その育成と活動支援を行う。

かめやま文化年２０２０事業では、ボランティア
を依頼する予定だったが、新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため、活動してもらうことができ
なかった。

文化会館を拠点として活動している団体に声を掛
け、催し物受付などのボランティア登録者を増や
し、その育成と活動支援を行う必要がある。

今後も文化会館を拠点として活動している団体に
声を掛け、催し物受付などのボランティア登録者
を増やし、その育成と活動支援を行う。

文化芸術活動に功績のあった
人材を顕彰する制度の創設

文化共生G

文化振興条例の制定のための準備を進めるととも
に、顕彰制度の創設に向けて、引き続き検討を行
う。

条例・計画を検討する中で、県の顕彰制度の活用
も検討した。三重県文化賞（文化奨励賞）に亀山
トリエンナーレを推薦した。

引き続き顕彰制度の創設から、県の制度活用への
検討へ協議が必要である。

顕彰制度について、条例・計画の会議の中で検討
を行う。

文化芸術活動を支える人材の
育成

文化共生G
（公財）亀山
市地域社会振
興会

今後も文化芸術を支える人材育成を進めるため、
文化会館の自主文化事業として、アウトリーチ活
動や市民参加型事業を実施するよう継続支援して
いく。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止と
なった事業があったが、オカリナとクラリネット
の地域ふれあいコンサートを開催し地域の方に参
加してもらうことができた。また亀山ミュージカ
ルやさいまつコンサートを通して人材育成の場を
提供できた。

今後も文化芸術を支える人材育成を進めるため、
文化会館の自主文化事業として、アウトリーチ活
動や市民参加型事業を実施するよう継続支援す
る。

今後も文化芸術を支える人材育成を進めるため、
文化会館の自主文化事業として、アウトリーチ活
動や市民参加型事業を実施するよう継続支援して
いく。

芸術家に市内に滞在してもら
い、創作活動の場を提供する
アーティスト・イン・レジデ
ンスの検討

文化共生G

他市の事例を情報収集するとともにアーティス
ト・イン・レジデンスを実践している亀山トリエ
ンナーレ2020実行委員会への支援を行う。

新型コロナウイルス感染症拡大防止により亀山ト
リエンナーレ２０２０は翌年に延期となった。

アーティスト・イン・レジデンスを実践する亀山
トリエンナーレの開催に向けた支援を行う。

本年に延期となった亀山トリエンナーレ２０２１
実行委員会の支援をする。

生涯学習人材バンクの普及と
活用

社会教育G
亀山市立中央
公民館

公民館講座の受講者の作品を展示する「公民館講
座成果展示会」を実施する。

講師謝金の一部を補助する形で、市内保育園・幼
稚園・認定こども園の活用を促進している。新型
コロナウイルス感染症の影響を受けつつも、感染
症対策徹底のうえ、令和2年度は９園が講座を実
施した。

市内保育園・幼稚園・認定こども園に留まらな
い、市内各種団体等の利用促進のための情報発信
に取り組む必要がある。

市内保育園・幼稚園・認定こども園への人材バン
ク活用支援を継続するとともに、市内社会教育団
体等への普及を図っていく。

スポーツ文化に関する情報提
供の充実

スポーツ推
進G

スポーツの重要性を市民に認識してもらえるよ
う、イベントや各種教室、スポーツ関係団体の紹
介など、様々なスポーツ情報を提供する。

イベントや各種教室の開催について、市広報や
ホームページ等で情報提供を行った。

スポーツの重要性を市民に認識してもらえるよ
う、引き続き、情報提供を行う必要がある。

スポーツの重要性を市民に認識してもらえるよ
う、イベントや各種教室、スポーツ関係団体の紹
介など、様々なスポーツ情報を提供する。

総合型地域スポーツクラブへ
の支援

スポーツ推
進G

だれもが、いつでも、いつまでも、気軽にスポー
ツに取り組むことのできる総合型地域スポーツク
ラブの活動が活性化するよう助言を行う。

事業の後方支援や会員募集等を行った。コロナ禍
での活動に対する助成金の情報提供を行った。

地域でのスポーツ環境を整備するため、引き続
き、総合型地域スポーツクラブに対する支援が必
要である。

だれもが、いつでも、いつまでも、気軽にスポー
ツに取り組むことのできる総合型地域スポーツク
ラブの活動が活性化するよう助言を行う。

スポーツ事業と文化事業のコ
ラボレーションの検討

スポーツ推
進G

スポーツ事業と文化事業が融合できる機会を検討
する。

オリンピック聖火リレーにおいて関の山車会館で
地元文化を披露する応援イベントが開催出来るよ
う、関係団体等と協議した。

スポーツと文化が融合可能な事業を検討する必要
がある。

スポーツ事業と文化事業が融合できる機会を検討
する。

⑥スポーツ文
化の振興

⑤文化芸術を
担う人材の育
成



（２）文化交流の促進と知の拠点の整備充実

施策項目 施策の内容 担当G
関連部署・
関連団体

令和2年度の計画
（具体的な取り組み内容）

（1）令和2年度の実績 （2）今後の課題
（3）令和3年度の計画
（具体的な取り組み内容）

文化共生G
亀山市芸術文
化協会

伝統芸能を通じて、子供から大人までが楽しみな
がら世代間交流できる「かめやま薪能」を開催す
るとともに、かめやま文化年2020の事業の中で
も世代間交流できるイベントを開催していく。

新型コロナ感染症拡大防止のため「かめやま薪
能」や芸文祭、アウトリーチ活動は中止となり、
世代間交流につながるイベントの多くは実施でき
なかった。

地域や学校を巻き込みながら世代間交流の促進が
必要である。

亀山市文化会館のアウトリーチ事業等で地域や学
校を巻き込んだ世代間交流を目指す。

教育支援G
地区コミュニ
ティ

各学校において学校行事や地域交流等の機会を利
用し、地域人材を活用した地域の伝統芸能や技術
等を学びながら、地域の人との交流を図る。

コロナ禍において、中止となった行事や交流が多
くなったが、紙すきなどの地域の技術を学ぶなど
交流を図ることができた。

感染症拡大防止に努めながら、今後も引き続き世
代間の交流の場として、地域交流を行なう必要が
ある。

各学校において学校行事や地域交流等の機会を利
用し、地域人材を活用した地域の伝統芸能や技術
等を学びながら、地域の人との交流を図る。

文化共生G
（公財）亀山
市地域社会振
興会

文化会館と協力し、子どもから高齢者まで参加で
きて世代間交流が図れる事業を継続して展開して
いく。

新型コロナ感染症拡大防止のため、中止となった
事業も多かったが、市民参加型亀山ミュージカル
では、幅広い年代の方が参加し、世代間交流の機
会となった。

文化会館と協力し、子どもから高齢者まで参加で
きて世代間交流が図れる事業を継続して展開して
いく必要がある。

引き続き文化会館と協力し、子どもから高齢者ま
で参加できて世代間交流が図れる事業を継続して
展開していく。

社会教育G
亀山市立中央
公民館

サマーキャンプにおいて、世代間の交流を行うこ
とができる体験を実施する。

子どもたちの様々な体験や世代間交流を進める
「サマ―キャンプ」については、新型コロナウイ
ルス感染症の情勢を鑑み、中止した。

今後も継続して実施していくため、様々な状況を
想定した柔軟な運営方法について検討していく必
要がある。

実施可否については、情勢を鑑み判断するもの
の、それと同時に柔軟な運営に向けて、これまで
の内容の見直し、新規企画の検討を進める。

文化共生G

伊賀市、甲賀市、亀山市の「いこか連携プロジェ
クト」の一環として、美術展の相互展示を実施す
るとともに、情報交換を積極的に行う。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止と
なった。

伊賀市、甲賀市、亀山市の「いこか連携プロジェ
クト」の一環として、美術展の相互展示を実施す
るとともに、情報交換を積極的に行う必要があ
る。

伊賀市、甲賀市、亀山市の「いこか連携プロジェ
クト」の一環として美術展の相互展示を実施す
る。

政策調整G

令和2年度日本武尊・白鳥伝説三市交流事業を開
催し、市民同士の交流促進を図る。
【開催日】令和2年11月15日（日）※予定
【場所】亀山市内
【内容】日本武尊御墓（能褒野御墓）見学、日本
武尊に関するミュージカルの鑑賞等

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、三
市協議のうえ令和２年度の開催は見送り、２年間
延期することとした。（次回開催は令和４年度）

ウィズコロナ、アフターコロナも見据えた交流事
業の開催に向け、三市の担当者会議を開催し、事
業の詳細について決定していくほか、事業につい
て市民に広く周知し、事業開催が円滑に進むよう
努める必要がある。

市民同士の交流促進を図るため、令和４年度の日
本武尊・白鳥伝説三市交流事業の開催に向け三市
での協議を行う。
【開催日】詳細未定（令和４年度開催）
【場所】亀山市内
【内容】詳細未定

文化団体同士の交流機会の充
実

文化共生G
亀山市芸術文
化協会

知の拠点となる文化会館や、文化団体交流の中心
的役割を担っている亀山市芸術文化協会の芸文祭
などの取組みを支援していく。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、芸文
祭は中止となったが、「新かめやま市民文化誌」
の作成を支援したことで、団体間の交流のきっか
けづくりとなった。

知の拠点となる文化会館や、文化団体交流の中心
的役割を担っている亀山市芸術文化協会の芸文祭
などの取組みを支援していく必要がある。

引き続き知の拠点となる文化会館や、文化団体交
流の中心的役割を担っている亀山市芸術文化協会
の芸文祭などの取組みを支援していく。

外国人住民が日本語を習得で
きる機会の確保と、やさしい
日本語によるコミュニケー
ションの普及

市民協働G
はじめのいっ
ぽ

今後も外国人住民が日本語を習得できるよう日本
語教室を開催するとともに、日本語ボランティア
スタッフの増員と能力向上のための講座を開催す
る。また、多言語への対応策として、やさしい日
本語と外国人生活相談窓口の普及に努める。

新型コロナウィルス感染症感染防止対策を講じな
がら、日本語教室を開催するため、関係団体と綿
密に話し合いの上、10月～12月に日本語教室を
開催したことで、今後の日本語学習の提供方法に
関するノウハウの蓄積が出来た。また、多言語へ
の対応策として、引き続きやさしい日本語の普及
に努めるとともに、12言語に対応した外国人相
談窓口の周知を行い普及に努めた。

亀山市の外国人人口は増加し、多国籍化が進んで
いるため、日本語学習機会を確保する必要がある
が、新型コロナウィルス感染症の感染拡大が収ま
らないことから、亀山日本語教室の開催が難航し
ており授業方法などを検討する必要がある。
やさしい日本語の普及や多言語対応体制が整い、
多くの外国人に対して対応できる体制は整いつつ
あるが、それらをさらに利活用していただくよ
う、在住外国人への周知・啓発が必要である。

今回の経験を活かしながら、日本語教室開催団体
と連携して、日本語学習ツールを活用する等、日
本語学習の機会の提供方法を検討する。
12言語に対応した外国人相談窓口を市民活動団
体と協力し市民に周知して緊急時などにも情報が
遅滞なく伝わるよう努める。

市民協働G

外国人生活相談窓口が開設され、多くの言語に対
応出来るようになったが、やさしい日本語の普及
は必要であり、職員研修等により職員に周知する
機会を設けていく。

毎年開催していた研修や養成講座に替えて、多文化共生
担当職員を中心にやさしい日本語に関するweb講座を
受講し、やさしい日本語を普及するための方法などを学
び、担当職員のスキルアップに努めた。

市内の外国人人口は増加しており、日常窓口や非
常時等で外国人と接する機会も増えていることか
ら、やさしい日本語の普及が求められる。

研修・講座の開催方法等を検討し、やさしい日本
語の学習機会の充実に努めていく。

図書館

かめやまニュースへの図書紹介を継続実施する。
また、外国語書籍も意識して購入する。

年３回、かめやまニュースに図書の紹介などを
行った。
外国語書籍を72冊購入した。

外国語書籍のニーズ把握や書籍の流通情報の収集
に努める。

かめやまニュースへの図書紹介を継続実施する。
また、外国語書籍も意識して購入する。

文化施設の計画的な整備とそ
れぞれのコンセプトに応じた
機能の充実

文化共生G

文化会館大ホール冷却塔改修工事を実施する。 文化会館大ホール冷却塔改修工事を実施した。 文化会館改修工事を実施する。 文化会館雑幕類交換及び緞帳チチ紐取替修繕工事
を実施する。

文化施設におけるバリアフ
リー化の推進

文化共生G

亀山市都市マスタープランに基づき、文化会館・
亀山市中央コミュニティセンターのバリアフリー
化を進める。

現時点では、バリアフリー化に関する具体的な取
り組みは実施していない。

亀山市都市マスタープランに基づき、文化会館・
亀山市中央コミュニティセンターのバリアフリー
化について検討する必要がある。

亀山市都市マスタープランに基づき、文化会館・
亀山市中央コミュニティセンターのバリアフリー
化について検討する。

地域の伝統行事や学校行事な
どを活用した、文化を通じた
世代間交流の促進

文化施設や公民館等における
世代間交流を進める事業の推
進

周辺市町及び関連市町との連
携による、市民レベルの文化
交流機会の充実

①世代間交流
の促進

②地域間交流
の促進

③国際交流の
促進

④知の拠点の
整備充実

外国人住民に対する情報提供
の充実と、まちづくりへの積
極的な参加の促進



（２）文化交流の促進と知の拠点の整備充実

施策項目 施策の内容 担当G
関連部署・
関連団体

令和2年度の計画
（具体的な取り組み内容）

（1）令和2年度の実績 （2）今後の課題
（3）令和3年度の計画
（具体的な取り組み内容）

文化施設の事業運営への市民
参画の促進

文化共生G
（公財）亀山
市地域社会振
興会

文化会館が設置する運営委員会への市民参加を促
進する。

文化団体の代表者や芸術文化協会の役員が参加
し、事業運営に対する意見を聞くことができた。

文化会館が設置する運営委員会への市民参加を促
進する必要がある。

引き続き文化会館が設置する運営委員会への市民
参加を促進する。

コミュニティセンターをはじ
め公共施設の有効活用によ
る、文化芸術の場の拡大

文化共生G

文化会館を活動の場として有効活用できるよう、
施設管理者と連携しながら、引き続き市民や文化
団体にPRする。

ホームページ等を通じて公共施設の利用をＰＲし
たが、コロナ禍であることから、利用を求める直
接的な声掛けはできなかった。

文化会館を活動の場として有効活用できるよう、
施設管理者と連携しながら、引き続き市民や文化
団体にPRする必要がある。

引き続き文化会館を活動の場として有効活用でき
るよう、施設管理者と連携しながら、引き続き市
民や文化団体にPRする。

学校施設の開放や空き家など
の活用の検討

文化共生G

身近な文化芸術活動の場として、空き家などの活
用について引き続き検討する。

「かめやまトリエンナーレ」事業では、空き家を
活用したアート活動が予定されていたが2021年
に延期となった。

身近な文化芸術活動の場として、空き家などの活
用について引き続き検討する必要がある。

身近な文化芸術活動の場として、空き家などの活
用について引き続き検討する。今年開催予定の
「かめやまトリエンナーレ」事業を支援する。

公共施設におけるアートリー
ススペースの提供

文化共生G

公共施設におけるアートリース活動が実施できる
よう、継続して周知を図る。

ホームページ等を通じて公共施設の利用をＰＲし
たが、コロナ禍であることから、利用を求める直
接的な声掛けはできなかった。

公共施設におけるアートリース活動が実施できる
よう、継続して周知を図る。

公共施設におけるアートリース活動が実施できる
よう、継続して周知を図る。

文化施設間における情報の共
有化と事業連携の促進

文化共生G
（公財）亀山
市地域社会振
興会

市内の文化施設がより多くの市民に利用してもら
えるよう、相互の施設間の情報共有及び連携を促
進する。

それぞれの施設での事業の広報物を配置するな
ど、施設間での事業の情報共有に努めた。

引き続き市内の文化施設がより多くの市民に利用
してもらえるよう、相互の施設間の情報共有及び
連携を促進する必要がある。

市内の文化施設がより多くの市民に利用してもら
えるよう、相互の施設間の情報共有及び連携を促
進する。

県や近隣市町の文化施設との
広域連携や機能分担の促進

文化共生G
（公財）亀山
市地域社会振
興会

文化会館と県や周辺市町の文化施設などが連携し
て、自主文化事業の内容の充実を図るとともに、
広域的な情報交換を進める。

各施設との情報共有に努めたが、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止のため、「いこか連携」が中
止になったこともあり、広域的な情報交換が充分
に出来なかった。

自主文化事業の内容の充実を図るとともに、広域
的な情報交換を進める必要がある。

引き続き文化会館と県や周辺市町の文化施設など
が連携して、自主文化事業の内容の充実を図ると
ともに、広域的な情報交換を進める。

⑥知の拠点の
ネットワーク
づくり

⑤身近な文化
芸術活動の場
の提供



（３）歴史文化遺産の保存と活用

施策項目 施策の内容 担当G
関連部署・
関連団体

令和2年度の計画
（具体的な取り組み内容）

（1）令和2年度の実績 （2）今後の課題
（3）令和3年度の計画
（具体的な取り組み内容）

文化財などの保存・継承に携
わる専門職員の育成

まちなみ文
化財G

歴史博物館

引き続き文化庁へ職員１名を研修派遣。各種研修
会への参加を継続する。

文化庁へ職員１名を研修派遣し、各種研修会へ参
加した。

引き続き文化庁へ職員を研修派遣。各種研修会へ
の参加を継続する。派遣した職員を関係部署に配
属し、研修成果を現場へ還元する。

引き続き文化庁へ職員１名を研修派遣。各種研修
会への参加を継続する。

文化財などの保存状況の定期
的な点検の実施と、必要に応
じて修復を行なうなど保存の
推進

まちなみ文
化財G

適宜文化財パトロールを実施するとともに、所有
者等の相談に応じる。

警報発令後に、職員による文化財パトロールを実
施した。所有者等の求めに応じ、修復工事等に対
する支援を行った。

文化財所有者等への支援を拡充するため、さまざ
まな文化財分類に応じた職員の専門的知識の習得
が必要である。

適宜文化財パトロールを実施するとともに、所有
者等の相談に応じる。

歴史文化遺産保全活用推進員
（ヘリテージマネージャー）
の育成

まちなみ文
化財G

NPO法人亀
山文化資産研
究会

研修会へ講師を派遣するとともに、協働して事業
を行う。

求めに応じて研修会等へ市職員を派遣した。関宿
伝建地区内で共協働して修理現場公開事業を行っ
た。

活動支援を行うとともに、引き続き活動の場を提
供することが必要である。

研修会へ講師を派遣するとともに、協働して事業
を行う。

東海道関宿の重要伝統的建造
物群保存地区における適切な
保存修理・修景の推進

まちなみ文
化財G

NPO法人亀
山文化資産研
究会

事業を実施するとともに、安定した財源の確保に
努める。

伝統的建造物保存修理修景事業を実施した。 計画的な事業の推進、継続が必要。 事業を実施するとともに、安定した財源の確保に
努める。

まちなみ文
化財G

都市計画G

引き続き整備した旧佐野家住宅の公開活用につい
て、地元まちづくり協議会等と活用内容等につい
て協議する。

整備した旧佐野家住宅の公開活用を行い、地元ま
ちづくり協議会と活用内容等について協議した。

整備した歴史的建造物をつなぐ街道の整備等につ
いて、引き続き関係部署との協議を行う。

引き続き整備した旧佐野家住宅の公開活用につい
て、地元まちづくり協議会等と活用内容等につい
て協議する。

農業G 坂本営農組合

５期の集落協定を締結するため、集落への支援を
行い、保全活動について話し合いを進めていく。

5期の集落協定を締結できるよう、協定書の作成
や、必要書類の整理など集落への支援を行った。

協定書構成員が高齢化しているが、中山間地にお
ける農地の保全のため、引き続き集落協定に基づ
いた取組を進める必要がある。

集落協定に基づき、取組みを進められるよう、集
落への支援を行う。

まちなみ文
化財G

ＮＰＯ東海道
関宿
関宿案内ボラ
ンティアの会
亀山宿語り部
の会

引き続き亀山宿語り部の会の自立に向けて支援を
行う。

一般市民向けの亀山宿語り部の会学習会を実施し
た。

会員の増など、担い手の積極的な育成を図る必要
がある。

引き続き亀山宿語り部の会の自立に向けて支援を
行う。

農業G
三重県
自治会
三重大学など

歴史文化遺産の展示・公開、
歴史文化遺産情報の発信

歴史博物館

第34回から第35回までの企画展と亀博自由研究
のひろばの展示図録を配信する。

令和２年度開催の企画展及び亀博自由研究のひろ
ばの展示図録の配信を行った。

一部配信ができていない部分があるため、配信を
行う必要がある。

令和３年度開催の企画展及び亀博自由研究のひろ
ばの展示図録の配信を行う。

歴史文化遺産を活用した郷土
学習の充実

歴史博物館 教育支援G

５月１５日に歴史博物館　IN　昼生小学校を開催
する

緊急事態宣言下に当たったこと、年度中の延期も
難しかったため、中止とした。

再度昼生小学校を会場にできるかどうか検討する
必要がある

実施環境が整えば、年度内に開催する

語り部、保存会、地区コミュ
ニティなど地域住民が主体と
なって地域の歴史文化遺産を
保存、活用する取り組みの促
進と活動への支援

まちなみ文
化財G

自治会
地区コミュニ
ティ

市民活動の継続を支援するとともに、新たな地区
での活動を促す。

市内各地での歴史文化遺産を核とした諸活動を支
援した。

市民活動の継続を支援するとともに、新たな地区
での活動を促す。

市民活動の継続を支援するとともに、新たな地区
での活動を促す。

デジタル市史を活用し、地域
と連携した歴史博物館（屋根
のない博物館）の創出

歴史博物館 教育支援G

テーマを変えて一年目のため令和２年度も引き続
き同じテーマで地域の歴史を伝える

「あなたのまちの歴史散歩」をテーマに3箇所実
施した。

引き続き「あなたのまちの歴史散歩」の下、新し
く収蔵した資料を活用していくことが必要。

地域に関係深い資料や、亀山市の歴史を伝えるう
えで著名な資料、展示した資料の見どころなどを
紹介していく。

まちなみ保存につながる活動
及びまちなみ内の歴史的施設
を利用したイベントの支援

亀山宿、坂下宿、坂本棚田な
ど歴史的なまちなみ、文化的
な景観の保存・整備の推進

①文化財など
の適切な保存
及び活用

③歴史文化遺
産への理解を
深めるための
事業の推進

④市民ぐるみ
による歴史文
化遺産を活用
したまちづく
りの推進

②歴史的なま
ちなみの保存



歴史文化遺産を活用したまち
づくり観光の推進

観光交流G

関宿･周辺地
域にぎわいづ
くり推進連絡
会議

引き続き、観光関連団体への広報活動を展開す
る。

関宿にて観光に携わる活動団体への活動支援実施
ハード事業に対する補助金対象拡大を行った

補助金対象となる施設等の範囲の検討整備が必要
である。

引続き観光に携わる団体への支援のほか、伝統的
建造物等の保全活用などハード事業に対しても支
援を行う。

歴史文化遺産を活用した文化
イベントの開催

まちなみ文
化財G

関宿スケッチ
コンクール実
行委員会
関宿町並み町
屋茶会実行委
員会

「文化財建造物公開活用事業」を進める。 関宿伝建地区内にある旧落合家住宅において、関
宿まちなみ保存会や関宿案内ボランティアの会と
連携し、公開活用事業を進めた。
また、第12回関宿スケッチコンクールを新型コ
ロナウィルス感染予防対策を十分に施したうえで
実施した。

市民団体等との連携を深め、文化財建造物の公開
をより進める必要がある。

「文化財建造物公開活用事業」を進める。
⑤歴史文化遺
産から文化を
発信する



（４）伝統芸能の継承と活用

施策項目 施策の内容 担当G
関連部署・
関連団体

令和2年度の計画
（具体的な取り組み内容）

（1）令和2年度の実績 （2）今後の課題
（3）令和3年度の計画
（具体的な取り組み内容）

郷土芸能や伝統行事が有する
文化的価値について、理解、
普及を図るための情報提供の
充実

まちなみ文
化財G

広報秘書G

広報・行政情報番組等を活用して、伝統行事等の
広報を行う。

コロナ禍のため、郷土芸能や伝統行事等が中止と
なったため、広報活動は行わなかった。

伝統行事等の確実な継承・実施に向けた支援を行
う。

広報・広報番組等を活用して、伝統行事等の広報
を行う。

まちなみ文
化財G

歴史博物館
まちなみ文化
財G

館蔵史料について令和３年度に改編業務の委託が
できるように、９月までに設計図と仕様書を作成
する

Adobe Flashが利用できなくなったことに伴い
動画ファイルの再生ができなくなっていることか
ら、これを考慮した仕様とするため再度の検討が
必要となった。

市史や館蔵資料データベース、展示図録等、ホー
ムページ構成全体の見直しや資料画像等のアクセ
スと提供方法を再構築し、構成に汎用性があり、
より利用しやすいページにするためのリニューア
ルを行う必要がある。

市史、博物館資料データベース、展示図録など、
歴史内容や資料データを発信しているホームペー
ジが、より利用しやすくなるように、ホームペー
ジのリニューアルを進めます。

文化共生G

郷土芸能や伝統行事に携わる団体に対し、国や民
間団体等の各種助成金制度を周知し、活動を支援
する。

地域創造が実施する「伝統文化親子教室事業」助
成金を申請した。（4団体）

郷土芸能や伝統行事に携わる団体に対し、国や民
間団体等の各種助成金制度を周知し、活動を支援
する必要がある。

引き続き郷土芸能や伝統行事に携わる団体に対
し、国や民間団体等の各種助成金制度を周知し、
活動を支援する。

まちなみ文
化財G

関宿「関の山
車」保存会

関宿「関の山車」保存会による地元の子供を対象
としたお囃子練習体験等の支援を行う。

関宿「関の山車」保存会による地元の幼児や小学
生を対象とした小山車曳きやお囃子太鼓の練習体
験会を実施した。

整備した関の山車会館を活用し、地元の子供を対
象としたお囃子練習体験会等の定期的な実施に向
けた支援を行う。

関宿「関の山車」保存会による地元の子供を対象
としたお囃子練習体験等の支援を行う。

文化共生G

令和２年度は、市制15周年記念事業としてかめ
やま薪能を開催し、市民が伝統文化・伝統行事を
体験できる機会を創出する。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、かめ
やま薪能は中止。高梁市との文化交流動画を制作
するなど、映像を通して亀山市の文化を改めて感
じてもらう機会を創出した。

市民が伝統文化・伝統行事を体験できる機会を創
出する必要がある。

芸文祭や文化会館フェスタ、市民俳句会などの市
民活動の発表の場を利用して、伝統文化・伝統行
事を体験できる機会とする。

まちなみ文
化財G

関宿「関の山
車」保存会

関宿「関の山車」保存会による地元の子供を対象
としたお囃子練習体験等の支援を行う。

関宿「関の山車」保存会による地元の幼児や小学
生を対象とした小山車曳きやお囃子太鼓の練習体
験会を実施した。

整備した関の山車会館を活用し、地元の子供を対
象としたお囃子練習体験会等の定期的な実施に向
けた支援を行う。

関宿「関の山車」保存会による地元の子供を対象
としたお囃子練習体験等の支援を行う。

社会教育G
亀山市立中央
公民館

【中央公民館講座】
　俳句入門・百人一首入門・伊勢根付づくり・水
引～伝統とアート～・和太鼓叩いて健康づくり
（葛葉太鼓）
【かめやま人キャンパス】
　まちの歴史人養成講座

出前文化教室や出前教室などで伝統文化に関する
講座を実施した。

伝統文化を地域の魅力として共有する意識の中で
取り組んでいく必要がある。

【中央公民館講座】
　水引「伝統とアート」・古典文学入門・
【かめやま人キャンパス】
　まちの歴史人養成講座

文化共生G

令和２年度は、市制15周年記念事業としてかめ
やま薪能を開催し、市民が伝統文化・伝統行事を
体験できる機会を創出する。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、かめ
やま薪能は中止。高梁市との文化交流動画を制作
するなど、映像を通して亀山市の文化を改めて感
じてもらう機会を創出した

市民が伝統文化・伝統行事を体験できる機会を創
出する必要がある。

芸文祭や文化会館フェスタ、市民俳句会などの市
民活動の発表の場を利用して、伝統文化・伝統行
事を体験できる機会とする。

まちなみ文
化財G

関宿「関の山
車」保存会

関宿「関の山車」保存会による地元の子供を対象
としたお囃子練習体験等の支援を行う。

関宿「関の山車」保存会による地元の幼児や小学
生を対象とした小山車曳きやお囃子太鼓の練習体
験会を実施した。

整備した関の山車会館を活用し、地元の子供を対
象としたお囃子練習体験会等の定期的な実施に向
けた支援を行う。

関宿「関の山車」保存会による地元の子供を対象
としたお囃子練習体験等の支援を行う。

社会教育G
亀山市立中央
公民館

【放課後子ども教室】
　灯おどり教室・かんこ踊り
【公民館講座】
　和太鼓叩いて健康づくり（葛葉太鼓）

放課後子ども教室において、地域の学習アドバイ
ザーの指導による体験教室を行った。

様々な機会をとらえて、地域の伝統芸能を地域の
指導者から子どもや若者に伝える機会を作る必要
がある。

【放課後子ども教室】
　灯おどり教室・かんこ踊り・茶道・生け花

まちなみ文
化財G

関宿「関の山
車」保存会

関宿「関の山車」保存会による地元の子供を対象
としたお囃子練習体験等の支援を行う。

関宿「関の山車」保存会による地元の幼児や小学
生を対象とした小山車曳きやお囃子太鼓の練習体
験会を実施した。

整備した関の山車会館を活用し、地元の子供を対
象としたお囃子練習体験会等の定期的な実施に向
けた支援を行う。

関宿「関の山車」保存会による地元の子供を対象
としたお囃子練習体験等の支援を行う。

①伝統芸能の
保存、継承

②伝統芸能の
後継者の育成

映像や音声などによる郷土芸
能や伝統行事の記録化

活動が消滅、衰退している郷
土芸能や伝統行事の発掘と復
興のための取り組みの促進

郷土芸能や伝統行事について
の文化芸術講座や実演会の開
催など、市民が伝統文化触
れ、親しむ機会の充実

子どもや若者が地域の伝統文
化を学ぶ機会の充実

地域の高齢者が子どもや若者



社会教育G

【放課後子ども教室】
　和太鼓・茶道・生け花教室・着付け教室　等

放課後子ども教室において地域の学習アドバイ
ザーの指導により文化箏、伊勢型紙、茶道、生け
花などの体験教室を行った。

コーディネーター意見交換会などの場を通じて、
地域から次世代への文化伝達方法の共有が必要で
ある。
また、参加児童からの要望を汲み取った事業も開
催できるよう、コーディネーターを中心に取り組
む必要がある。

【放課後子ども教室】
　文化箏・茶道・生け花・伊勢型紙　等

③伝統芸能の
公開

市民文化祭のほか、国民文化
祭、県民文化祭などの機会を
とらえて、亀山市の伝統芸能
を披露する公演の実施

文化共生G

伝統芸能を通じて、子供から大人までが楽しみな
がら世代間交流できる「かめやま薪能」を開催す
るとともに、かめやま文化年2020の事業の中で
も、市民が伝統文化・伝統行事を体験できる機会
の創出を図る。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、かめ
やま薪能は中止。高梁市との文化交流動画を制作
するなど、映像を通して亀山市の文化を改めて感
じてもらう機会を創出した

伝統芸能を通じて、子供から大人までが楽しみな
がら世代間交流できる機会や、市民が伝統文化・
伝統行事を体験できる機会の創出を図る必要があ
る。

芸文祭や文化会館フェスタ、市民俳句会などの市
民活動の発表の場を利用して、伝様々な年代が統
文化・伝統行事を体験できる機会とする。

地域の高齢者が子どもや若者
に伝統文化を伝える仕組みづ
くりの推進



（５）文化的な景観の保全

施策項目 施策の内容 担当G
関連部署・
関連団体

令和2年度の計画（具体的な取り組み内容） （1）令和2年度の実績 （2）今後の課題
（3）令和3年度の計画（具体的な取り組み内

容）

亀山市景観条例及び景観計画
の効果的な運用による魅力あ
る景観の保全と形成

都市計画G

届出の事前相談の中で、景観への配慮事項等の確
認等を行い、スムーズな手続きを進める。

景観法の届出に際し、40件の事前相談を行っ
た。

今後も、届出の事前相談の中で、景観への配慮事
項の確認等を行い、計画途中での手戻りを生じさ
せないスムーズな手続きを進め、亀山市景観条例
及び景観計画の効果的な運用を進める必要があ
る。

届出の事前相談の中で、景観への配慮事項等の確
認等を行い、スムーズな手続きを進める。

景観形成推進地区及び景観重
点地区の指定と保全、整備の
推進

都市計画G

亀山城下町景観形成推進地区における町屋等の歴
史的建造物の調査結果を分析し、景観重要建造物
等の指定や重点地区の指定について検討する。

景観形成推進地区内における景観重要建造物の指
定について、景観審議会を開催し、協議を行っ
た。令和２年度中に４件の景観重要建造物の指定
を行う予定であったが、新型コロナウイルス感染
拡大防止対策により、景観審議会の開催を延期し
たため、指定を行うことはできなかった。

景観形成推進地区における町屋等の景観重要建造
物（候補）の取り壊しや建替えが進んでいるの
で、現存する景観重要建造物（候補）の保存のた
め、引き続き景観重要建造物の指定等や重点地区
の指定を進める必要がある。

景観形成推進地区内における景観重要建造物候補
について、指定を行う。
また、引き続き景観重要建造物等の指定や重点地
区の指定について検討する。

都市計画G

景観届出の際に、チェックシートに行為地の近隣
に主要な視対象・視点場リストに挙がっているも
のがないか確認を行い、また、ある場合は眺望保
全に配慮するよう指導を行う。

景観届出のチェックシートに行為地の近隣に主要
な視対象・視点場リストに挙がっているものがな
いか確認を行った。庁内のGISに視点場のレイ
ヤーを作成し、視点場の確認に漏れがないよう努
めた。

主要な視対象について、眺望景観として発掘、保
全の推進が必要である。

景観届出の際に、チェックシートに行為地の近隣
に主要な視対象・視点場リストに挙がっているも
のがないか確認を行い、また、ある場合は眺望保
全に配慮するよう指導を行う。

農業G

農業経営の安定化を支援しつつ、フェイスブック
等を通じ情報発信することで農村景観の向上や耕
作放棄地の発生防止に理解を得て、持続的な運営
を支援する。

農地を保全し、持続的な田園景観の維持を図るた
め、市内で1,194ａの取組があった。フェイス
ブックの活用や、新聞などに掲載されるなど、市
内外に広くＰＲすることができた。

農家や営農組合の担い手が高齢化していること
で、取組者の確保が難しい。また、市の補助金だ
けでは、必要経費を一部しか賄えないため、取組
面積の拡大につながりにくい。

農家や営農組合の方へ、農業経営の安定化を支援
しつつ、フェイスブック等を通じ、取組内容等を
情報発信することで、農村景観の向上や耕作放棄
地の発生防止に理解を得ていただき、持続的な運
営を支援する。

景観計画の周知のための啓発
や情報提供の充実

都市計画G

地域や関係機関に対して、景観に関する定期的な
ＰＲや回覧、また、良好な景観に関する事業につ
いての情報発信を進める。

景観の日に合わせて、市広報を通じて景観計画に
ついての周知を行うとともに、関係機関（指定確
認検査機関や三重県建設労働組合亀山支部等）に
PRチラシの配布を依頼した。また、用地管理課
の足場申請の際に周知を行うよう依頼した。

景観計画及び届出制度の更なる周知が必要であ
る。

地域や関係機関に対して、引き続き景観に関する
定期的なＰＲや回覧、また、良好な景観に関する
事業についての情報発信を進める。

環境創造G

５月に春のイベント、８月にザリガニつり大会、
１２月にクリスマスリースづくり体験を実施し、
自然の大切さを学ぶ機会を提供するとともに、亀
山里山公園「みちくさ」管理運営協議会主体の
フォトコンテスト、里山塾において、環境教育の
充実を図っていく予定だが、新型コロナウイルス
の状況により、イベントの開催ができない場合も
出てくると思われるので、インターネットの活用
等、開催方法・内容等を検討する。

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため春
のイベント及びザリガニつり大会は中止となった
が、クリスマスリースづくり体験などを実施する
事で、自然の大切さを学ぶ機会を提供した。（Ｒ
２年度約５０名参加）

市民団体と行政で構成する亀山里山公園みちくさ
管理運営協議会において、フォトコンテスト、里
山塾（年５回）を実施。
また、本協議会において、運営方法について検討
を行った。（Ｒ２年度７回開催）

イベント参加者に、環境に関する目新しい情報や
里山の機能・重要性をわかりやすく発信できるよ
うにイベント内容の改善を図っていく必要があ
る。
また、イベントの参加者数が減少してることか
ら、イベント内容の見直しも含め、改善を図る必
要がある。

８月にザリガニつり大会、１２月にクリスマス
リースづくり体験、また新たに秋にイベントを実
施し、自然の大切さを学ぶ機会を提供するととも
に、亀山里山公園「みちくさ」管理運営協議会主
体のフォトコンテスト、里山塾において、環境教
育の充実を図っていく予定である。しかしなが
ら、新型コロナウイルスの状況により、イベント
の開催ができない場合も出てくると思われるの
で、インターネットの活用等、開催方法・内容等
を検討する。

森林林業G

「鈴鹿川等源流の森林づくり協議会」を中心に、
亀山森林公園において、引き続きイベントを通じ
た市民に森林や木材に触れ合う機会を提供する。
また、自然公園の更なる有効活用のために、地元
まちづくり協議会や市民団体が主体となったイベ
ントの開催を働きかける。

令和2年総会、役員会で承認された事業計画に基
づきイベント等を行った。

イベント（参加者：約200名）
11月22日　東海自然歩道散策
12月６日　シイタケ菌打体験
12月12日　クリスマスリースづくり
12月20日　しめ縄づくり
１月23日　森のスポーツ（クッブ）体験
3月27日　実のなる木植樹

多くの会員・市民に源流域が育む地域資源を感
じ、次世代へ継承してく意識を醸成できるような
イベントを開催し、情報発信を行っていく必要が
ある。

鈴鹿川源流の森林づくり協議会活動の支援と市が
主催する森林関係イベントを通じ、多くの企業、
市民への情報発信に努める。
鈴鹿川等源流の森林づくり協議会主催のイベント
への参加者の中で、森林、環境に強い関心を持っ
ている方による、鈴鹿川等源流の森林づくり協議
会イベントの企画などに取り組む。

①景観の保
全、整備の推
進

②地域におけ
る環境意識を
高める取り組
みの推進

里山公園や森林公園などを環
境学習の場として活用

亀山市の景観の大きな特徴と
なっている自然景観、歴史・
文化景観のうち、主要な視対
象について、眺望景観として
発掘、保全の推進



（５）文化的な景観の保全

施策項目 施策の内容 担当G
関連部署・
関連団体

令和2年度の計画（具体的な取り組み内容） （1）令和2年度の実績 （2）今後の課題
（3）令和3年度の計画（具体的な取り組み内

容）

協賛企業や地元住民の協働に
よる、森林づくりのための実
践活動の促進

森林林業G

商工業・地域
交通G
鈴鹿川等源流
の森林づくり
協議会

令和2年度総会にて承認いただいた事業計画に基
づき、事務局として、より多くの方の参加、より
多くの方への情報発信を目指して事業展開を行っ
ていく。

「市公共建築物等木材利用方針」に基づき、公共
施設の木造化・木質化が図られるよう、引き続き
関連部署と連携して推進した。
○県産材利用公共建築物件数　2件

亀山木材産業協同組合と協働して市内幼稚園・保
育園3園で木育教室を実施した。また、林業総合
センターで木工教室（2回）を実施するなど木と
触れう機会を提供した。

市イベント、鈴鹿川等源流の森林づくり協議会イ
ベントで使用する工作キットは、市域産材を使用
し、イベント参加者に市域産材のＰＲを行った。

市民に広く木の良さや木材利用を伝えるための取
り組みを検討する必要がある。

「市公共建築物等木材利用方針」に基づき、公共
施設の木造化・木質化が図られるよう、引き続き
関連部署と連携して推進する。
また、森林・木材関係団体と連携し、木の良さや
木材利用を促進するため、市民に森林と木材と触
れ合う機会を提供するとともに、市広報や市ホー
ムページへの掲載による啓発や広く市民に普及す
るような新たな啓発活動をさらに検討する。
鈴鹿川等源流の森林づくり協議会の取り組みを通
じて、より多くの市民・事業者への啓発活動を検
討する。

学校における環境学習の充実 教育支援G 環境創造G

社会に開かれた教育課程を意識し、生活科・総合
的な学習や社会科等での学習に加え、各学校・地
域にて、地域と協働した活動（清掃活動、花の栽
培など）や、保護者との環境に関する学習・活動
に取り組む。

生活科・総合的な学習や社会科等での学習に加
え、各学校・地域にて、地域と協働した活動（清
掃活動、花の栽培など）や、保護者との環境に関
する学習・活動に取り組んだ。

学校環境デーを中心に年間を通じて、地域や保護
者と協働した活動を取り入れながら、環境学習の
充実を図る。

社会に開かれた教育課程を意識し、生活科・総合
的な学習や社会科等での学習に加え、各学校・地
域にて、地域と協働した活動（清掃活動、花の栽
培など）や、保護者との環境に関する学習・活動
に取り組む。

かめやま環境市民大学を継承
した「かめやま市民大学・キ
ラリ」の開校

環境創造G
総合環境研究
センター

同センターを廃止したことから、企業との連携に
よる環境出前講座の継続等について検討する。

市内３中学校において、企業との連携による環境
出前講座を開催した。

コロナ禍における適切な開催方法を検討し、実施
に繋げることが必要である。

適切な開催方法を検討のうえ、引き続き企業との
連携による環境出前講座を実施する。

既存の組織を活用した、市
民、事業者、行政のネット
ワークによる地球温暖化対策
の推進

環境創造G

引き続き、三重県地球温暖化防止活動推進セン
ター及び推進員と協力し、温暖化防止を推進させ
る啓発、周知を行う。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のた
め、様々なイベントが中止されたため、三重県地
球温暖化防止活動推進員と共に啓発活動を行うこ
とができなかった。

三重県地球温暖化防止活動推進センター及び推進
員と連携しながら、根気よく温暖化防止を推進さ
せる啓発等を継続する必要がある。

引き続き、三重県地球温暖化防止活動推進セン
ター及び推進員と協力し、温暖化防止を推進させ
る啓発、周知を行う。

情報発信をはじめとする、環
境保全の意識を高める取り組
みの推進

環境創造G
亀山市地区衛
生組織連合会

市民団体と連携し、引き続き環境美化等に関する
情報発信等を実施していく。

亀山市地区衛生組織連合会と連携して、市内一斉
清掃を令和２年１１月８日に実施し、環境美化に
取り組んだ。
クリーン作戦は、新型コロナウイルス感染症感染
拡大防止のため中止となったが、地衛連たよりの
発行や環境パトロール等の実施により、環境美化
等に関する情報発信を行った。

環境保全や環境美化への意識高揚を図るため、今
後も継続的・効果的な啓発方法の検討を行い事業
を実施していく必要がある。

市民団体と連携し、引き続き環境美化等に関する
情報発信等を実施していく。

みの推進

③地球環境に
配慮した文化
活動の推進



（６）次世代を担う人づくり

施策項目 施策の内容 担当G
関連部署・
関連団体

令和2年度の計画
（具体的な取り組み内容）

（1）令和2年度の実績 （2）今後の課題
（3）令和3年度の計画
（具体的な取り組み内容）

子どもたちが本物の文化芸術
に直に触れることのできる機
会の提供

教育支援G
（公財）亀山
市地域社会振
興会

成長期にある児童生徒に優れた音楽、地域と関わ
りのある音楽、伝統文化を鑑賞させる機会を持つ
ため、関係部局との連携を図りつつ、児童生徒の
実態に合った演奏者の選定等を行っていく。

感染症感染拡大防止のため、市内小中音楽会など
様々な行事が中止となったが、１校能楽を鑑賞す
ることができた。

感染拡大防止に努めながら、児童生徒の発達段階
を踏まえつつ、地域で文化・芸術的な活動、芸能
活動等を行っている方々を活かした取組をすすめ
ていく必要がある。

成長期にある児童生徒に優れた音楽、地域と関わ
りのある音楽、伝統文化を鑑賞させる機会を持つ
ため、関係部局との連携を図りつつ、児童生徒の
実態に合った演奏者の選定等を行っていく。

学校と文化会館などとの連携
によるアウトリーチ活動の拡
充

教育支援G
（公財）亀山
市地域社会振
興会

文化会館との連携により、小中学校に音楽の外部
講師を派遣し、児童生徒の歌唱力、表現力の向上
を図るようにする。

文化会館との連携により、市内小中学校に、音楽
の外部講師による動画歌唱指導を実施した。

外部講師の指導を受けることで歌唱に対する児童
生徒の意識も高まっている。児童生徒の歌唱力、
表現力を高めるために、今後も継続していく必要
がある。

文化会館との連携により、小中学校に音楽の外部
講師を派遣し、児童生徒の歌唱力、表現力の向上
を図るようにする。

地域で活動する芸術家や周辺
の大学、高等学校などの協力
による、優れた文化芸術を鑑
賞する機会の充実

教育支援G 社会教育G

地域の方々の協力のもと、児童が直接鑑賞できる
機会の設定にさらに努めていく。

地域の方々に伝統芸能を教えていただいたり、地
域の方が作られた作品を鑑賞したりすることがで
きた。

社会に開かれた教育課程を意識し、それぞれの活
動のねらいを明らかにしていく必要がある。

地域の方々の協力のもと、児童が直接鑑賞できる
機会の設定にさらに努めていく。

学校における音楽や書写、図
画工作、美術などの学習の充
実

教育支援G 社会教育G

教職員の指導力向上を図るため、授業改善に取り
組み、校内研修の充実を図る。また、外部講師を
各校に派遣したり、県の研修講座の参加をすすめ
たりする。

教職員の指導力向上、児童生徒理解のため等の研
修講座を実施した。また、合唱指導等のための外
部講師を派遣した。

各教科における資質能力を図るため、授業改善に
取り組むとともに、教職員の実態やニーズにあっ
た研修講座の実施、外部講師を各校に派遣する必
要がある。

教職員の指導力向上を図るため、授業改善に取り
組み、校内研修の充実を図る。また、外部講師を
各校に派遣したり、県の研修講座の参加をすすめ
たりする。

子どもたちが日頃の創作活動
の成果を発表し、鑑賞し合う
機会の提供

教育支援G

（公財）亀山
市地域社会振
興会
自治会

「亀山市小中学校音楽会」を実施するとともに、
演奏家を招いて音楽を鑑賞する場を設定する。ま
た、「亀山市児童生徒図工・美術展」「亀山市児
童生徒書写展」を実施する。

「亀山市小中学校音楽会」は中止とした。また、
「亀山市児童生徒図工・美術展」「亀山市児童生
徒書写展」を実施し、小中学校の全児童生徒が参
加した。

今後も継続して「亀山市小中学校音楽会」「亀山
市児童生徒図工・美術展」「亀山市児童生徒書写
展」を実施するとともに、芸術鑑賞の場として設
定していく必要がある。

「亀山市小中学校音楽会」を実施するとともに、
演奏家を招いて音楽を鑑賞する場を設定する。ま
た、「亀山市児童生徒図工・美術展」「亀山市児
童生徒書写展」を実施する。

教育支援G 歴史博物館

社会に開かれた教育課程を意識しながら、歴史博
物館との連携を強め、歴史博物館の持つ資源や地
域学習支援事業を活用した学習を進める。

社会見学や総合的な学習の時間等に児童・生徒が
歴史博物館を訪問したり、学芸員が学校を訪れた
りしながら、亀山市の歴史や文化を学習し、学習
動画も作成した。また、各学校において、社会科
など各教科の授業等で、歴史博物館の資料を活用
し、子どもの学習意欲や理解度の向上を図る取組
を行った。

今後も歴史博物館との連携を強め、歴史博物館の
持つ資源をより活かした学習を進めていく。ま
た、歴史博物館の学芸員や指導員に来校してもら
い、学習する機会をもつ必要がある。

社会に開かれた教育課程を意識しながら、歴史博
物館との連携を強め、歴史博物館の持つ資源や地
域学習支援事業を活用した学習を進める。

図書館

庁内各部署が発行する諸計画などを調査し、収
集・保存を行う。

庁内各部署が発行する諸計画などの収集・保存を
行った。

郷土資料や行政資料を継続して計画的に収集・保
存を行う。

庁内各部署が発行する諸計画などを調査し、収
集・保存を行う。

郷土の自然や歴史、産業、伝
統文化などについて、生きた
学習ができるように、ゲスト
ティーチャーや学習ボラン
ティアの活用促進

教育支援G 社会教育G

総合的な学習の時間、教科学習等を通して、地域
の豊かな人材の活用を図る。その際、指導をして
いただく方と、取組のねらいの共通理解を図りな
がら進める。

総合的な学習、教科学習等で、地域の方々を招聘
し、米や野菜作り、花の栽培、などの活動を行っ
た。また、様々な職場で働く方々を招いて仕事体
験をしたり模擬避難所体験などを実施したりし
た。

学校行事や教科学習の目的に合ったゲストティー
チャーやボランティアの方の確保と、内容の充実
を図る必要がある。また、それぞれの活動のねら
いを明らかにする必要がある。

総合的な学習の時間、教科学習等を通して、地域
の豊かな人材の活用を図る。その際、指導をして
いただく方と、取組のねらいの共通理解を図りな
がら進める。

展示やスクールミュージアム
による学校教育支援

教育支援G 社会教育G

可能な限りで、地域の方々の作品を展示し、児童
が鑑賞できる環境を整えていく。

地域のコミュニティーセンターで、地域の方々の
作品を児童が鑑賞することができた。

今後も、可能な限りで、地域の方々の作品を展示
し、児童が鑑賞できるようにしていく必要があ
る。

可能な限りで、地域の方々の作品を展示し、児童
が鑑賞できる環境を整えていく。

地域の伝統工芸品や特産物な
どに身近に触れ、実際につく
る体験ができる機会の提供

教育支援G

社会教育G
まちなみ文化
財G
農業G

郷土の文化や産業に関する施設について、教員も
興味を持つとともに、事前指導を行う。また、地
域の方と連携を深め、学習内容に応じて様々な方
に協力を依頼できるような関係づくりをさらに進
める。

社会見学で各種施設を訪問し、亀山市の歴史・文
化・産業について目で見て体験することにより学
習することができた。また、ゲストティーチャー
を招き、専門的な立場からお話いただくととも
に、生き方や思いについても学ぶことができた。

年間計画に取組の目的を位置づけ、郷土の文化や
産業に関する施設について、教員も学びを深め知
識を得ていくことや、学習内容に合致するような
ゲストティーチャーを探していくことが必要であ
る。

郷土の文化や産業に関する施設について、教員も
興味を持つとともに、事前指導を行う。また、地
域の方と連携を深め、学習内容に応じて様々な方
に協力を依頼できるような関係づくりをさらに進
める。

家庭教育講座や広報啓発活動
などの充実

教育支援G
社会教育G
図書館

幼稚園・小学校での「ファミリー読書リレー」を
継続実施し、家庭での読書習慣の定着を図る。ま
た、推薦図書を紹介する「読書チャレンジ」を継
続実施し、読書の幅を広げ、読書に親しむように
取組を進める。

幼稚園・小学校で「ファミリー読書リレー」に取
り組み、566家族が参加した。幼稚園、保育園、
認定こども園、小学校において「読書チャレン
ジ」の取組を実施した。また、図書だより等を発
行し、家庭への情報発信を行った。

今後も「ファミリー読書リレー」を継続実施し、
家庭での読書習慣の定着を高める。また、「読書
チャレンジ」の取組をすすめる。

幼稚園・小学校での「ファミリー読書リレー」を
継続実施し、家庭での読書習慣の定着を図る。ま
た、推薦図書を紹介する「読書チャレンジ」を継
続実施し、読書の幅を広げ、読書に親しむように
取組を進める。

①学校におけ
る文化芸術鑑
賞機会の充実

②創作・鑑賞
活動の充実

③郷土学習の
充実

学校と歴史博物館、図書館な
どとの連携による郷土学習の
充実



教育支援G
社会教育G
図書館

ファミリー読書リレーや読書チャレンジを継続し
て実施する。子どもの読書習慣確立のために各校
の取組について情報共有を行ったり、システム利
用についての研修会を実施したりする。

学校図書館支援事業において、ファミリー読書リ
レーを実施した。また、各校において、朝の読書
タイムや、読み聞かせ活動など、日常的な読書指
導に取り組んだ。図書館情報協議会や学校司書等
研修会において各校の取組の交流を行った。新シ
ステムの利用についても研修を行った。

図書館情報システムを使った効果的な読書指導の
あり方や小さい頃から読書に親しませるための取
組を継続して行う必要がある。

ファミリー読書リレーや読書チャレンジを継続し
て実施する。子どもの読書習慣確立のために各校
の取組について情報共有を行ったり、システム利
用についての研修会を実施したりする。

図書館 市民活動団体

図書館ボランティア団体の協力を得ながら、本を
通して親子で触れ合えるイベントを継続して開催
する。

イベントの参加人数を制限するなど新型コロナウ
イルス感染症拡大防止対策を行いながら、図書館
ボランティア団体の協力を得て、親子で楽しめる
イベントや図書館まつり月間を開催した。

会場として使用できるスペースが限られており、
新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を行いな
がら、イベントを実施することが難しい。

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を行いな
がら、図書館ボランティア団体の協力を得て、本
を通して親子で触れ合えるイベントを継続して開
催する。

④家庭教育に
おける文化芸
術の振興

子どもの読書習慣の定着と親
子の触れ合いを深める活動の
推進



（７）生活文化の充実

施策項目 施策の内容 担当G
関連部署・
関連団体

令和2年度の計画
（具体的な取り組み内容）

（1）令和2年度の実績 （2）今後の課題
（3）令和3年度の計画
（具体的な取り組み内容）

文化共生G
商工業・地域
交通G

ワーク・ライフ・バランス週間に集中して、社会
教育施設等の無料開放や講演会等を行い、市民や
事業所へ啓発を行う。また、顕著な取り組みを
行っている事業者等を広く紹介していく。

ワーク・ライフ・バランス週間に集中して、社会
教育施設等の無料開放や講演会等を行い、市民や
事業所へ啓発を行った。また、顕著な取り組みを
行っている事業者等を広く紹介し表彰式を実施し
た。
表彰実績６社

ワーク・ライフ・バランス週間に集中して、社会
教育施設等の無料開放や講演会等を行い、市民や
事業所へ啓発を行う。また、顕著な取り組みを
行っている事業者等を広く紹介していく。

ワーク・ライフ・バランス週間に集中して、社会
教育施設等の無料開放や講演会等を行い、市民や
事業所へ啓発を行う。また、顕著な取り組みを
行っている事業者等を広く紹介していく。

図書館 市民活動団体

図書館ボランティア団体の協力を得ながら、親子
や地域の絆を深める機会を継続して提供してい
く。

イベントの参加人数を制限するなど新型コロナウ
イルス感染症拡大防止対策を行いながら、図書館
ボランティア団体の協力を得て定期イベントのほ
か、特別イベントを開催した。また、リサイクル
資料の公共施設等への提供を行った。

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を行いな
がら、今後も継続して実施を行う必要がある。

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を行いな
がら、図書館ボランティア団体の協力を得て、親
子や地域の絆を深める機会を継続して提供してい
く。

学校の総合的な学習の時間な
どを活用し、子どもたちが生
活文化に触れ、親しめる機会
の充実

教育支援G

生活科・総合的な学習の時間、社会科などでの学
習時に、体験活動を重視し、生活文化に触れる機
会を計画的に設定する。

生活科や総合的な学習の時間、社会科等の学習時
に、家族や地域の方に聞き取りを行うなどの調べ
学習をした。また、実際に体験することにより、
生活文化に触れる機会を設定した。

社会に開かれた教育課程を意識し、今後も、各校
での取組を継続するため、子どもの実態や課題、
活動のねらいなどを共有する必要がある。

生活科・総合的な学習の時間、社会科などでの学
習時に、体験活動を重視し、生活文化に触れる機
会を計画的に設定する。

民話や言い伝え、わらべう
た、方言などについて、冊子
や音声などによる記録化の推
進

まちなみ文
化財G

歴史博物館

開催前の事前打ち合わせを行い、当日の補助分担
を明確にする。

まちなみ文化財Ｇが主体となり歴史博物館協力の
下で行っている心形刀流武芸形演武見学会は、コ
ロナ禍のため中止となった。

まちなみ文化財Ｇが主体となり歴史博物館協力の
下で行う心形刀流武芸形演武見学会を実施するた
め、新型コロナウィルス感染症予防策を十分に施
す必要がある。

まちなみ文化財Ｇが主体となり歴史博物館協力の
下で行う心形刀流武芸形演武見学会を新型コロナ
ウィルス感染症予防策を十分に施したうえで実施
する。

文化共生G

かめやま文化年2020の事業において、まちの伝
説や風習など暮らしの中で受け継がれてきた地域
文化を紹介する。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止
となった事業も多かったが、亀山歴史の道ウォー
キングの実施や、亀山市の地場産業であるろうそ
くを使ったイベントを実施し、地域の文化を改め
て感じてもらう機会を創出できた。

まちの伝説や風習など暮らしの中で受け継がれて
きた地域文化の紹介と支援を必要がある。

芸文祭や文化会館フェスタ、市民俳句会などの市
民活動の発表の場を利用して、伝統文化・伝統行
事を体験できる機会とする。

歴史博物館 教育支援G
５月１５日に昼生小学校で開催を計画している 緊急事態宣言下に当たったため中止とした。 再度昼生小学校を会場にできるかどうか検討する

必要がある
実施環境が整えば、年度内に開催する

地元の安心・安全な食材を
じっくり味わう「スローフー
ド」運動の推進

健康づくり
G

亀山市食生活
改善推進協議
会

市ホームページ等を活用し、食生活改善推進協議
会の活動について広く周知していく。
また、幼児期における食生活についての情報提供
を継続的に行う。

食生活改善推進協議会の協力のもと、健康づくりのため
の料理講習会（2回、28人）と地域での料理講習会
（27回、231人）を開催した。健康づくりのための料
理講習会では、市内で採れた食材をメニューに加え、安
心・安全な食生活の推進につなげた。
また、幼児健康診査時に食生活についてのリーフレット
を配布（２４回、838人）し、幼児期における食生活
の重要性を周知した。

調理実習については感染拡大の観点から実施が難
しいため、今後は、形を変えて食を通した健康づ
くりの推進のための活動ができるように支援して
いく必要がある。
また、幼児期からの食生活の重要性について、継
続的に周知することが必要である。

市ホームページやCATV等を活用し、食生活改善
推進協議会の活動について広く周知していく。
また、幼児期における食生活についての情報提供
を継続的に行う。

健康づくり
G

亀山市食生活
改善推進協議
会

市ホームページ等を活用し、食生活改善推進協議
会の活動について広く周知していく。

食生活改善推進協議会の協力のもと、健康づくり
のための料理講習会（2回、28人）と地域での料
理講習会（27回、231人）を開催した。健康づ
くりのための料理講習会では、市内で採れた食材
をメニューに加え、安心・安全な食生活の推進に
つなげた。

引き続き、地域での食を通した健康づくりの推進
のための活動ができるように支援していく。

市ホームページやCATV等を活用し、食生活改善
推進協議会の活動について広く周知していく。

社会教育G

施設・保健
給食G

産業振興課農業Gとの連携や生産者との協議を継
続し、「かめやまっ子給食」の実施回数の増加を
検討する。また、「地物が一番みえの日」を年１
2回実施する。

自校方式及びセンター方式の給食において、市内
産・県内産の食材を使用した「かめやまっ子給
食」の実施日を２回増やし、年22回実施した。
また、デリバリー方式の給食においては、県内産
の食材を使用した「地物が一番みえの日」を年１
０回実施した。

食材の生産に関わる方々の高齢化などにより、作
付けを依頼できる食材の種類や良質な食材の量の
確保が難しくなってきており、実施回数の増加が
難しくなってきている。

今後も定期的に市内産・県内産食材を給食に取り
入れることができるよう、産業振興課農業Gと連
携のもと、生産者や納入業者との調整や委託業者
との協議を継続し、「かめやまっ子給食」の年２
２回の実施を継続するとともに、実施回数の増加
について検討する。また、「地物が一番みえの
日」を年１2回実施する。

子ども総務
G

旬の食材を用いた献立作成を心がけ、可能な限り
地産地消や行事食の提供を推進する。地産地消の
重要性や行事食についての内容を食育だよりに掲
載し、情報提供を図る。

地産地消や旬の食材を重視した給食を提供した
り、お誕生日会や節分、節句などに合せ、行事食
を提供するよう努めた。各家庭へ食育だよりを発
行し、食文化について情報提供するなど、継続し
て食への意識啓発を図った。

地産地消の重要性や行事食等の食文化について、
家庭に情報提供するなど、継続的な意識啓発が必
要である。

旬の食材を用いた献立作成を心がけ、可能な限り
地産地消や行事食の提供を推進するとともに、地
産地消の重要性や行事食等の情報を食育だよりに
掲載し、情報提供を図る。

健康づくり
G

亀山市食生活
改善推進協議
会

市ホームページ等を活用し、食生活改善推進協議
会の活動について広く周知していく。

食生活改善推進協議会の協力のもと、健康づくり
のための料理講習会（2回、28人）と地域での料
理講習会（27回、231人）を開催した。健康づ
くりのための料理講習会では、市内で採れた食材
をメニューに加え、安心・安全な食生活の推進に
つなげた。

引き続き、地域での食を通した健康づくりの推進
のための活動ができるように支援していく。

市ホームページやCATV等を活用し、食生活改善
推進協議会の活動について広く周知していく。

地域まちづ
くりG

亀山市自治会
連合会

食文化の伝承及び創造に関する市民の主体的な活
動である、自治会連合会が主催する「食の祭典・
市民の集い」などを支援する。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止と
した。

「食の祭典・市民の集い」の事業経費は、市が交
付する自治会連合会補助金に依存しているため、
開催規模や内容は補助金額に左右されるが、自治
会連合会が事業を実施する限り支援していく。

食文化の伝承及び創造に関する市民の主体的な活
動である、自治会連合会が主催する「食の祭典・
市民の集い」などを支援する。

①暮らしに根
づいた文化の
推進

②食文化の継
承、創造

生活の知恵や昔の遊び、まち
の伝説や風習など暮らしの中
で受け継がれてきた文化の紹
介と支援

郷土料理や行事食、食習慣を
食文化として伝達する取り組
みの充実

保育所や学校において、旬の
食材や行事食などを取り入れ
た「かめやまっ子」給食の実
施

食文化の伝承及び創造に関す
る市民の主体的な活動の支援

家族の時間づくりなどを活用
し、親子の絆、地域の絆を深
める機会の充実



高齢者支援
G

地区コミュニ
ティ

市全域で実施できるような仕組みづくりを検討す
る。

健康づくり応援隊養成講座を修了した3地区へ継
続して支援を行うことができ、今後の活動の継続
に繋げることができた。また、地域の集まりで健
康講座を開くことにより、参加者同士が交流する
とともに、運動等の大切さを認識することにつな
げることができた。

新たな参加者や団体が増えるよう、地域まちづく
り協議会へ更なる啓発が必要である。

市全域で実施できるよう新たな支援メニューを整
え、周知啓発に努める。住民主体の介護予防が推
進してできるよう今後も支援していく。

健康づくり
G

地区コミュニ
ティ

住民が主体となった地域での健康づくり活動の輪
が広がるよう、地域の状況を確認しながら、必要
に応じて支援していく。

健康づくり応援隊養成講座を修了した地区におけ
るフォロー教室を行った。（昼生地区1回、神辺
地区1回）また、出前トークを行い、地域の実情
に応じた健康づくりを支援した。

健康づくり応援隊養成講座終了後の地域につい
て、継続した活動を行っていくためには引き続き
支援が必要である。

住民が主体となった地域での健康づくり活動の輪
が広がり、継続していけるよう、地域の状況を確
認しながら、必要に応じて支援していく。

まちなみ文
化財G

亀山市観光協
会
自治会
地区コミュニ
ティ

歴史探索等のウォーキングに職員を講師として派
遣し、ウォーキングイベントの充実を図る。

文化共生Ｇ主催の東海道ウォーキングに職員を講
師（案内人）として派遣し、ウォーキングイベン
トの充実を図った。
コロナ禍により、毎年２回開催されていた金王道
ウォーキングが中止となったため、イベント開催
の支援ができなかった。

歴史探索等のウォーキングイベントの開催を市内
各地に広げる。

歴史探索等のウォーキングに職員を講師として派
遣し、ウォーキングイベントの充実を図る。

健康づくり
G

ウオーキングの普及啓発について、運動教室等で
周知を行っていく。

健康づくり応援隊養成講座を修了した地区におけ
るフォロー教室を行った。（昼生地区1回、神辺
地区1回）また、出前トークを行い、地域の実情
に応じた健康づくりを支援した。

健康づくり応援隊養成講座終了後の地域につい
て、継続した活動を行っていくためには引き続き
支援が必要である。

住民が主体となった地域での健康づくり活動の輪
が広がり、継続していけるよう、地域の状況を確
認しながら、必要に応じて支援していく。

健康増進や体力づくりのため
のスポーツイベントや教室な
どの機会の充実

スポーツ推
進G

市内の各種スポーツ団体や、運動施設指定管理者
の取組みを支援し、誰もが気軽に取り組めて、継
続できるスポーツや運動の機会の提供する。

市民に対してスポーツや運動機会の情報提供を行
うため、市内の各種スポーツ団体や運動施設指定
管理者の取組を広報紙へ掲載した。

引き続き、健康文化の推進のため、各種団体と連
携しながら、事業に取り組む必要がある。

引き続き、市内の各種スポーツ団体や、運動施設
指定管理者の取組みを支援し、誰もが気軽に取り
組めて、継続できるスポーツや運動の機会の提供
する。また、市民体力テストや壮年ソフトボール
大会等の主催イベントを実施する。

③健康文化の
推進

歴史探索などを取り入れた
ウォーキングの普及

地区コミュニティなどでの健
康づくり活動の促進



（８）データベース化と情報発信

施策項目 施策の内容 担当G
関連部署・
関連団体

令和2年度の計画
（具体的な取り組み内容）

（1）令和2年度の実績 （2）今後の課題
（3）令和3年度の計画
（具体的な取り組み内容）

文化情報の発信に地域住民の
意見が反映できる環境づくり
の推進

情報統計G

ホームページ未開設の団体に対し、様々な支援の
周知を行うなど、開設を促していく。

全ての地域まちづくり協議会でホームページが開
設され、各協議会のホームページを通じて、地域
住民の意見を反映した情報発信が可能な環境が
整った。

まちづくり協議会が、自身のホームページを通じ
て情報発信ができる環境を維持していく必要があ
る。

まちづくり協議会が、自身のホームページを通じ
て情報発信ができる環境を維持していく。

ケーブルテレビなどを活用し
た文化情報の発信

広報秘書G 文化共生G

番組アナウンサーや市民活動団体の協力などによ
り、市民に親しまれる番組づくりを行う。市内外
に対して訴求力のある動画を市HP等で情報発信
する。市外への情報発信や新たな交流促進のた
め、伊賀市、甲賀市との番組交換を行う。

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、夏
休み小中学生アナウンサー企画は中止したもの
の、広報サポーターや高校生アナウンサーなど可
能な範囲で市民等の参画を得て、市民に親しまれ
る番組づくりを行った。日本書紀編さん1300年
の節目に開催した歴博企画展や国史跡指定の答申
を受けた鈴鹿関跡など地域資源を紹介する番組を
制作し、その動画を市ＨＰに掲載することで市外
へも情報発信を行った。いこか連携プロジェクト
では、コロナ禍の状況を見ながら、交流人口の増
加を目的に、イベント開催告知番組を各市で交換
して放送した。

市民に親しまれる番組づくりを継続して行うとと
もに、本市の魅力を伝える動画をインターネット
などを活用して発信していく必要がある。また、
交流人口の拡大を狙い、継続してイベント情報を
市外へ発信していくことが必要である。

番組アナウンサーや市民活動団体の協力などによ
り、市民に親しまれる番組づくりを行う。市内外
に対して訴求力のある動画を市HP等で情報発信
する。市外への情報発信や新たな交流促進のた
め、伊賀市、甲賀市との番組交換を行う。

市ホームページなどを通じた
各文化施設におけるイベント
案内や利用案内などの情報発
信の充実

広報秘書G 文化共生G

文化施設の所管部署における、積極的な情報発信
を促す。また、引き続き研修を開催し、情報発信
方法を具体的に学ぶ機会を設ける。

広報等で案内するイベントについて、市ホーム
ページのイベントカレンダーに掲載して案内し
た。また、インターネット会議システムを活用
し、具体的な事例を用いて情報発信に関する広報
研修（動画掲載期間：3月～翌年度4月）を行っ
た。

情報発信の充実に向け、その必要性や効果的な手
法等を職員が認識を深める必要がある。

文化施設の所管部署における、積極的な情報発信
を促す。また、引き続き研修を開催し、情報発信
方法を具体的に学ぶ機会を設ける。

高齢者、障がい者などに分か
りやすい文化情報の提供

広報秘書G 文化共生G

引き続き、アクセシビリティへの対応が不十分な
箇所が確認され次第、修正を行うほか、研修を開
催し、高齢者や障がい者などに分かりやすい情報
の提供を促す。また、令和３年4月予定のホーム
ページリニューアルに向け、カテゴリーや階層の
見直しを行い、より情報を探しやすいホームペー
ジづくりに取り組む。

ページの更新時等に、アクセシビリティへの対応
が必要な箇所が確認された際は、随時修正や説明
を行った。また、ホームページリニューアルにお
いて、カテゴリーや階層を見直し、情報の探しや
すさの向上に取り組んた。

説明文が長く、情報が分かりづらいページや、視
覚障がい者の利用時における読み上げ対応が不十
分な箇所（表や画像のキャプション・説明等）な
ど、高齢者や障がい者などに配慮が必要な箇所が
まだ散見される。

引き続き、アクセシビリティへの対応が不十分な
箇所が確認され次第、修正を行うほか、研修を開
催し、高齢者や障がい者などに分かりやすい情報
の提供を促す。

地域の文化資産を電子データ
化した先駆的なデジタル市史
の積極的な活用

歴史博物館

目録と史料群概要を所蔵者へ渡し。今後の保存管
理についての検討をする

故尾崎隆氏遺品を博物館へ搬送し、現地調査から
館内調査へ移行した。

令和３年度に開催する展示までに、遺品調査を終
了する必要がある。

夏の亀博自由研究のひろばで、「亀山の山々が生
んだ世界的登山家　尾崎隆」を開催する

地域に伝わる文化財や伝統芸
能などの情報のデータベース
化や、画像での保存、無形文
化資産の映像による保存など
電子データ化の推進

まちなみ文
化財G

地域に伝わる文化財や伝統芸能などで、かつて地
元で記録され残されている映像記録の発掘を行
う。

作成した記録映像を関の山車会館で上映するなど
普及啓発に努めた。

過去に作成した記録映像の普及・周知と、後継者
育成のために活用していただく必要がある。

地域に伝わる文化財や伝統芸能などで、かつて地
元で記録され残されている映像記録の発掘を行
う。

地域の文化活動の紹介や文化
人、文化資源など、地域の身
近な情報のデータベース化と
活用促進

文化共生G

引き続き、地域で行われている文化活動について
情報収集するとともに、その活動内容や実績につ
いて、ケーブルテレビ等を活用し、情報発信して
いく。

かめやま文化年２０２０での取り組みを行政情報
番組で放映し、まちかど博物館事業や子ども能
「輝」の活動などの市民による文化活動を紹介す
ることができた。

地域で行われている文化活動について情報収集す
るとともに、その活動内容や実績について、ケー
ブルテレビ等を活用し、情報発信していく必要が
ある。

地域で行われている文化活動について情報収集す
るとともに、その活動内容や実績について、ケー
ブルテレビ等を活用し、情報発信していく。

①情報通信
ネットワーク
を利用した文
化情報の発信

②文化活動情
報の共有体制
の構築

③地域の文化
資産のデータ
ベース化と活
用



（９）文化と産業経済の融合

施策項目 施策の内容 担当G
関連部署・
関連団体

令和2年度の計画
（具体的な取り組み内容）

（1）令和2年度の実績 （2）今後の課題
（3）令和3年度の計画
（具体的な取り組み内容）

商工業・地
域交通G

亀山商工会議
所
農業G

引き続き関係団体と連携を図り、さまざまな機会
（出展等）を捉えて情報発信を図る。

「ろうそく」「亀山茶」など市の特産品の魅力を
戦略的に発信するために、亀山ブランドを立ち上
げた。それに伴い、地域ブランド推進協議会を設
置し、認定基準の作成とともに、今後の戦略につ
いて検討を行った。

認定した特産品を様々な媒体を活用して、広く発
信するとともに、販路開拓も積極的に行う必要が
ある。また、地域資源を活かした新たな特産品に
ついてもブランド化していくため、発掘から販路
拡大まで各段階に応じた支援が必要である。

国民体育大会を機に「亀山ブランド」を積極的に
発信するとともに、アンテナショップや百貨店な
どでＰＲ・販売できるよう販路拡大を目指す。ま
た、地域資源を活かした新たな特産品についても
ブランド化していくため、発掘から販路拡大まで
の各段階に応じた支援制度を構築する。

農業G

亀山市茶業組
合
亀山青空お茶
まつり実行委
員会

各種イベントへの亀山茶カフェの開催を通じて、
広く亀山茶の消費拡大に結び付くＰＲを継続す
る。

お茶の入れ方教室、品評会への出品など市の特産
品である亀山茶をＰＲし、茶業の振興が図られ
た。

コロナ禍においても亀山茶をPRできるよう、イ
ベント等への出展等だけでない効果的なPR手法
を検討する必要がある。

非接触で効果的に亀山茶をPR出来る手法を検討
するとともに、イベント等での亀山茶カフェや学
校等でのお茶の淹れ方教室を可能な限り実施す
る。

「環境にやさしいものづく
り」など、亀山市に根づいた
先端技術産業の育成

商工業・地
域交通G

亀山商工会議
所

市だけでなく県や支援機関が行う支援事業や助成
制度について、様々な機会を捉え、関係機関とも
連携し、効果的な情報発信を行う。

市内中小企業を対象とした専門家による経営支援
事業や設備投資にかかる資金繰り支援制度などに
より、企業の事業活動を支援した。
また、導入促進計画に基づき、中小企業が生産性
向上を目的に策定した先端設備等導入計画の認定
を行った。

電話問合せ等による問い合わせ対応だけでなく、
市ホームページの内容を充実させる必要がある。

市だけでなく県や支援機関が行う支援事業や助成
制度について、様々な機会を捉え、関係機関とも
連携し、効果的な情報発信を行う。

地域の特産をブランドにした
産業の育成支援

商工業・地
域交通G

亀山商工会議
所
農業G

引き続き関係団体と連携を図り、取組みを支援す
る。

亀山の魅力ある特産品を戦略的に発信し、市のイ
メージ向上と地域経済の活性化を図るため、地域
ブランド創出事業を創設し、その支援策の一つと
して育成支援となるステップアップ支援を掲げ
た。

財政支援だけでなく、専門家派遣など人的支援も
検討していく必要である。

発掘から販路拡大までの各段階に応じた支援制度
を地域ブランド創出事業の中で構築していく。

地域産材の利用や森林関係団
体などとの連携による「木造
文化」の保存、普及

森林林業G 住まい推進G

「市公共建築物等木材利用方針」に基づき、公共
施設の木造化・木質化が図られるよう、引き続き
関連部署と連携して推進する。
また、森林・木材関係団体と連携し、木の良さや
木材利用を促進するため、市民に森林と木材と触
れ合う機会を提供するとともに、市広報や市ホー
ムページへの掲載による啓発や広く市民に普及す
るような新たな啓発活動をさらに検討する。
鈴鹿川等源流の森林づくり協議会の取り組みを通
じて、より多くの市民・事業者への啓発活動を検
討する。

「市公共建築物等木材利用方針」に基づき、公共
施設の木造化・木質化が図られるよう、引き続き
関連部署と連携して推進した。
○県産材利用公共建築物件数　2件

亀山木材産業協同組合と協働して市内幼稚園・保
育園3園で木育教室を実施した。また、林業総合
センターで木工教室（2回）を実施するなど木と
触れう機会を提供した。

市イベント、鈴鹿川等源流の森林づくり協議会イ
ベントで使用する工作キットは、市域産材を使用
し、イベント参加者に市域産材のＰＲを行った。

市民に広く木の良さや木材利用を伝えるための取
り組みを検討する必要がある。

「市公共建築物等木材利用方針」に基づき、公共
施設の木造化・木質化が図られるよう、引き続き
関連部署と連携して推進する。
また、森林・木材関係団体と連携し、木の良さや
木材利用を促進するため、市民に森林と木材と触
れ合う機会を提供するとともに、市広報や市ホー
ムページへの掲載による啓発や広く市民に普及す
るような新たな啓発活動をさらに検討する。
鈴鹿川等源流の森林づくり協議会の取り組みを通
じて、より多くの市民・事業者への啓発活動を検
討する。

職人の技によって支えられて
きた伝統工芸、食文化などの
保存、育成

まちなみ文
化財G

NPO法人亀
山文化資産研
究会

ＮＰＯ法人「亀山文化資産研究会」の活動を支援
する。
伝統的建造物群保存修理修景事業等を継続して実
施する。

ＮＰＯ法人「亀山文化資産研究会」主催の伝統的
建造物群修理修景工事の現場公開等の活動を支援
した。
関宿における伝統的建造物群保存修理修景事業を
通して、建築士や技能者の養成を行った。

活動支援を継続的に行うとともに、活動の場であ
る伝統的建造物群保存周知修景事業等を継続的に
実施していく必要がある。

ＮＰＯ法人「亀山文化資産研究会」の活動を支援
する。
伝統的建造物群保存修理修景事業等を継続して実
施する。

「企業メセナ」など民間の支
援活動の促進

商工業・地
域交通G

文化共生G

民間の支援活動の促進につなげていくために、引
き続き研究を行う。

研究には至らなかったが、情報収集に努めた。 民間の支援活動をどのように促進していくのか収
集した情報を基に検討していく必要がある。

民間の支援活動の促進につなげていくために、引
き続き研究を行う。

商工業・地
域交通G

文化共生G

若者・女性の創業を積極的に支援するため、昨年
度拡充した空き店舗等活用支援事業補助金制度に
より、空き店舗等を活用したまちづくりとにぎわ
いの創出を支援する。

東町商店街振興組合と連携し、コロナ禍において
内容を縮小しながらも「東海道のおひなさま」等
による、空き店舗等を活用したまちづくりの取組
を支援した。
また、若者・女性の創業を積極的に支援するため
の空き店舗等活用支援事業補助金制度により、１
事業者に対し支援することができた。

関係団体と継続して連携し、空き店舗等を活用し
た事業に関する支援体制を確立し、創業にチャレ
ンジできる環境を研究するとともに、事業が継続
できるように支援する必要がある。

空き店舗等活用支援事業補助金制度により、若
者・女性の創業を積極的に支援するとともに、さ
らに創業しやすい環境づくりに向け、創業体験が
できる取り組みも併せて検討する。

文化共生G
商工業・地域
交通G

文化年2020において、空き店舗等を活用した取
り組みを行っている亀山トリエンナーレ2020実
行委員会を支援する。

新型コロナウイルス感染症拡大防止により亀山ト
リエンナーレは2020は来年度に延期となった。

来年に延期となった亀山トリエンナーレの支援を
する。

今後も空き店舗等を活用した取り組みを行う催し
を支援する必要がある。

①文化関連産
業の育成

②文化を生か
した産業経済
活動

「ろうそく」「亀山茶」など
のブランドイメージ向上と情
報発信の充実

空き店舗等を活用した展覧会
などの開催支援



まちづくり観光のマネジメン
トの推進

観光交流G

亀山市観光協
会
亀山商工会議
所

観光協会ホームページのカスタマイズ及び市ホー
ムページの整理を行う。

市HP及び観光協会HPの整理が行えた 幅広いモデルコースの設定が必要である。 引き続き各HPの整理を行う。またモデルコース
設定にも努める

JR亀山駅を中心とした「鉄道
のまち亀山」の発信と、それ
らの歴史や資産を生かしたま
ちづくりの推進

亀山駅前整
備G

亀山駅周辺ま
ちづくり協議
会

亀山駅周辺整備事業として、組合等に対して所定
の補助金の交付や駅前広場、都市計画道路等の工
事に取り組むことで、事業の推進を図る。
また、亀山駅周辺の一体的な整備に向け、周辺の
道路整備や駐輪場等の整備を進めるとともに、具
体的な整備計画の整理を進める。

亀山駅周辺整備事業として、組合等に対して補助
金の交付した。また、駅前広場、都市計画道路等
の整備に向け、工事着手するとともに負担金の交
付を行った。
亀山駅周辺の一体的な整備に向け、周辺の道路整
備に向けた補償算定等の実施や駐輪場整備に向け
た用地取得を行い、整備計画の整理に向けた駐車
場等の現状調査を行った。

令和２年度に組合が工事着手したことにより、円
滑に事業進捗を図るため、組合と連携する必要が
ある。
また、亀山駅周辺の１～４ブロックの一体的な整
備に向け、2ブロック以外のブロックについて具
体的な整備計画の整理を進める必要がある。

亀山駅周辺整備事業として、組合等に対して所定
の補助金の交付や駅前広場、都市計画道路等の工
事に取り組むことで、事業の推進を図る。
また、亀山駅周辺の一体的な整備に向け、周辺の
道路整備や駐輪場等の整備を進めるとともに、具
体的な整備計画の整理を進める。

③まちづくり
観光の推進


